

































本による朝鮮半島の領有が終了した。それとともに、日本へ移住した人々を対象とした祖国帰還事業がおこなわれ朝鮮人たちは植民地から 解放を経験する しかし、祖国帰還事業のただなかに朝鮮半島が分断された。大韓民国朝鮮民主主義人民共和国の成立を含むさまざまな問題 ら帰還者が減少し、日本に留まる人々が増えたことから「在日」と呼ばれる人々が誕生した である。日本に残留人々は、植民地からの解放とともに、与えられた日本国籍を失ったのち、韓国籍または朝鮮籍という国籍 選択 余儀なくされる。その結果、在日には「韓国籍を持つ在日」と「朝鮮籍を持つ在日」 存 するのであ 。また、 「在日」という表現のはじまりについて 「 《在日》という表現は《在日本》のつづまった言い回しであり もとも 在日韓 ・朝鮮人の当事者自身が使い めた言葉（福岡
　






























その理由は、 「在日文学」という呼称が使われるようになるまで 間、 「日本語で書かれた朝鮮人の文学」として捉えられていたからである。 「在日文学」という呼称が普及して以降「在日朝鮮人文学」や 朝鮮人日本語文学」 、「韓国」と「朝鮮」のどちらを先に置くべきか議論されている「在日韓国・朝鮮文学」といったような呼称も登場する。
在日文学は、 一般的に三つの世代に区分される。しかし、























































































































て展開されている。 人と人とのつながりを描いた短編集 『対話篇』 、 映画をきっかけに 々 思い 交差する短編集『映画篇』は、それぞれに収められているいくつかの作品が実写ドラマ化されている。
幼い頃から映画に親しみ、 『ＧＯ』の主人公・杉原のよ
うに学校をサボっ 映画館に通 詰 るほどの映画好きでもあ
る（３）
金城氏は、 「ザ・ゾンビーズ・シリーズ」のスピン
オフ作品である『フ イ，ダディ，フライ， 』の実写化の際には約一年間の歳月を費やして初めて脚本を執筆した。自身の の映像化をきっかけに脚本の執筆を手掛けるようになり、要人警護を任務とする警察官を主人公としたテレビドラマ『ＳＰ
 警視庁警備部警護課第四係』 、同シ






























と断りが書かれているように、一人の男子高校生と一人の女子高校生の恋愛小説であ 。主人公・杉原 友人の誕生日パーティーで知り合った女の子・桜井 恋愛模様が軸として展開される。高校生の恋愛模様 も まざまな形があるが、作品の中での 人の恋愛には、在日が直面するさまざまな問題が絡むのである。 在日文学であるこ よりも、青春恋愛小説であるという触れ込みが功を奏し 国籍を問わず多くの人々 手にするという結果を生んだ はないだろうか。 た、第一節で触れたように「金城一紀」という名前と『ＧＯ』というタイトルや装丁は、若い世代の在日が手に取りやすいように配慮し、こだわったと語 てい
る。しかし、このこだわりは若い世代の在日だけでなく、日本人をはじめとした在日を知らない人々へも作用したと考える。在日にとっても、日本人にとっても手に取りやすく、それでいて面白い。在日文学という枠組みを超えた物語であることが、受け入れられ 理由の一つだと私は考える。
二つ目は、 「読みやすさ」である。在日文学は「暗くて


































































































 林真理子「マリコのここまで聞いていいのかな（四一）ゲスト金城 紀」 、 『週刊朝日』一〇五巻、朝日新聞社、二〇〇〇年、五三頁
（３）



































の三人家族である。五四歳のオヤジは、元ライト級のプロボクサーで引退後はパチンコの景品交換所を営んでいる。二〇歳という若さ 杉原を産んだオフクロ 外で遊ぶことに厳しいオヤジから友達とカラオケやエステに行くための「許し」をもら べく、度々家出を繰り返す自由な性格の持ち主である。数年前まで四軒のパチンコ 景品交換所を営んでいたオヤジだが、それから二軒に減り、北朝鮮で弟が亡くなったことを知らされた日には一軒に減ってしまう。減った理由は次のように書かれている。
　
ある日、警察がオヤジと取り引きをしているパチン
































































































  「 『ＧＯ』の父親は腕力も知性もあるヒーロー、すごい在日の象徴というか、神様を作ったようなものですよ。僕は常に、神様を殺すような小説を書きたいんです。 」
小熊




 「そう、まだ殺せない。だから僕はここで、上の世代の在日の強さを、在日一世のオヤジのかたちで表現したかったんです。やっぱり何だかんだ言っても、強いんですよ、この連中は。まだ僕らの世代は勝ってな す。 」 （金城・小熊ａ
　
二〇〇一：二七一）
　『ＧＯ』の中で第三世代は第一世代に勝てない。そして、勝ってはならない。しかし、勝てないのは今回だけ、これからの世代 日本でたくましく生き きた上の世代に勝ち、超えていか ければならないのである。世代を超えて在日として生き いくため・在日文学を知ってもらうための「入門書」にあたるからこそ、若い世代をはじめとしたさまざまな人たちに『ＧＯ』が支持されたのだろう。また、金城氏は他のインタビューでも「男にとって父親は真 先に倒すべき存在だと思いま
す（２）
。 」と述べている。金城氏に



























ハーフであるが、杉原と同じ民族学校で民族教育を受けており、高校もエスカレーター式に進学した。 「朝鮮学校開校以来のバカ」と「朝鮮学校開校以来の秀才」 二人はそれぞれの高校進学後も関係を深めていた。互い 近況 ら大学受験、 進路について話題が移ったとき、 民族学校を「教団のようなも 」と例えた杉原に対して、正一は次のように語った。
　「俺、宗教のことはあまりよく分かってないけど、





れている安心感」があるように、正一は民族学校に通うなかで、民族学校がもたらす存在意義を見出している。そして、民族学校という「教団」が外の世界を見るようになっている変化にも気がついている。民族学校が変わりつつあり、変わらなけ ばならな ように、正一自身も 、外の世界で得た知識を「教団」に持って帰ることを決意しているのである。しかし、 正一の夢はとある「悲劇」によって叶わなかった。
都内の高校に通う男子学生が好意を抱いたのは、民族学
校に通う女学生だ 友人たち 囃し立てられ 男子学生は、 ある日の駅のホーム 女学生 話 かける。しかし、
― 114 ―
ただ顔を凝視するだけの男子学生に恐れを感じた女学生は、周りの人々に視線を投げかけた。女学生の助けを求める視線を受け取った正一は、女学生を助けるべく二人の間に介入する。 正一の険悪なまなざしに怯えた男子学生は 「気合いが入るぞ」と言って友人たちに持たされ バタフライナイフを正一に振り上げてしまう。ナイフが正一の首の頸動脈をえぐり、出血多量が原因で正一は命を落としてしまう。この「悲劇」は正一の死で終わらない。正一をバタフライナイフで刺してしまった男子学生も心神が耗弱し、搬送された大学病院の窓から飛び降りて死ん しまうのである。このよ な「悲劇」が起こ てしまった背景 は、日本社会と在日の異なる認識が存在する。国籍も通う高校も違うが、同じ学生であり、電車の中で見かけ 女学生に一目惚れし、思いを告げたかっただけの男子学生が、女学生にとっては脅威でしかなかった。なぜなら 女学生は在日だからである。この「悲劇」の以前、 女学生 同じ駅のホームでサラリーマンに肩を殴られたことがあったという経験も同じ理由である。民族学校の制服 るチマ・チョゴリを着ている けで、周囲の目 色は変わり、在日であるというわかりやすいターゲットとして攻撃 るのである。実際に女学生が着ていたチマ・チョゴリが切り裂かれ という事件が起こっている
（３）
。学校に通うだけで危険な目に晒
される可能性が存在する状況で、女学生の勘違いも、正一の勘違いも、誰も責めることはできない。正一が刺されたのち、女学生が誰にともなく叫んだ救いを求める懇願と、真剣に耳を傾け ことなく電車に乗り込んで った乗客たちの姿は、在日と日本社会の関係性を描いて ると私は考える。
この「悲劇」の背景には日本社会と在日の異なる認識が






















































































二〇〇七：二三八） 」と話しかける。この言葉には、 ただ「違う場所へ行こう」という意味では く、 「何事も一緒 乗り越えて行こう」という思いが込められていると私は考える。民族的問題から社会的問題、政治的問題などさまざまな問題が待ち受けているかもしれな が、国籍を超えて一人の人間という「個人」を選択すること できた杉原と桜井は、国境の向こ 側へ二人で乗り越えていくのである。（１）
 「ＰＯＳＴブックワンダーランド著者に訊け！
 金城一紀
『ＧＯ』 」 、 『週刊ポスト』三二巻、小学館、二〇〇〇年、一六七頁
（２）



























































族学校に入学した在日は、 中学校、 高校、 大学とエスカレーター式に進学す のが一般的である。そんな中 小・中学校と民 で教育を受けてきた杉原が民族学 のエスカレーターから降りることは、 イジメの対象になるの 。
二つ目は、朝鮮籍から韓国籍に変更したことである。受




























































　「わたしの下の名前はね、 『椿』っていうの。 『椿姫』の『椿』 。桜と椿が一緒に入ってる名前なんてめちゃくちゃ日本人みたいで教えるのがイヤだったの」　「僕の本当の名前は、 『李』 。李
ブルース・リー
小龍の『李』 。めちゃ

























二〇〇七：一七九） 」 、 「ひどいよ、急にあんなこと
言い出して、こんな風に ちゃうなんて……（金城ｇ
　














































しながら成長することをとおして、いわば自然過程として、日本文化を身につけてしまっているという側面である。ものの考え方、感じ方、価値観 生活様式などの面でまわり 日本人たちと共通するものをもつ。日本社会にたいして「同 された自己」の存在、これが一方の要素 ある。　
いま一つの要素は、いくら日本社会のなかで成育し
てきたとはいえ、必ず、なにがしか民族的なものを引き継いでいるという側 家庭内でどれだけ民族文化が保持されて るか、 「在日」の集住地域で生まれ育ったか否か、 民族学校に通学 たか否か、 といった生活環境のちがいにより、民族性の自覚の度合には
― 125 ―
個人差がある。だが、ものの考え方、感じ方、価値観、生活様式などの面で、多かれ少なかれ、まわりの日本人たちとは異質なものをもつことは確かだ。日本社会にたいして「異化された自己」の存在、こ がもう一つの要素である。　（中略）　日本社会には、まだまだ、在日韓国・朝鮮人にたい











二〇〇七：一三三） 。 」と言い、ある広域指定暴力団の幹部組員を父に持つ自身と在日である杉原が同じ「マイノリティ」に属する者として重ね合わせ、クラブの共同経営を持ちかける。小学校以来の悪友である元秀からは、正一の告別式の日、正一を刺した男子高校生が在籍し た日本の高校へ「狩り 行こうと誘われ 同学年で杉原と同じ在日の宮本は、在日の若い世代を集めたあるグループに杉原を勧誘する。しかし、杉原は三人そ ぞれからの「誘い」を断る。元秀に 「正一もそれを望んじゃい えはずだ（金城ｇ
　
二〇〇七：一五八） 」と亡くなった正一の思
いを汲み取ると同時に、相手（ 本学校に通う男子高校生たち）を傷つけたところでな も解決しない を主張する。加藤には「俺とおまえは違うんだよ（金城ｇ
　









































知恵を使ってもそこを潜り抜けられるし、また、走って銃弾を潜り抜けられながらでもいける、知と力と兼ね備えたヒーロー。権力をすり抜けるためには 本当に汚いことも、技術も、生きる知恵も、知識も 体力も必要だというのが、大事なテーマなん す。 （金城・小熊ｂ
　
二〇〇一：三二九） 。
















o.3 』 」 、 『週刊ポスト』三三巻、小
学館、二〇〇一年、八九―九一頁
（５）
 「ＰＯＳＴブックワンダーラ ド著者に訊け！金城一紀『ＧＯ』 」 、 『週刊ポスト』三二巻、小学館、二〇〇〇年、一六八頁
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